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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　今回の研修会「コンピュータと新日本語教育2003」は，以下に述べる経緯のもと，独立行政法人国立

国語研究所が日本語教育支援事業の一環として開催するものです。

　平成13年1月に施行された高度情報通信ネットワーク社会形成基本法に基づき，「高度情報通信ネ

ットワーク社会推進戦略本部（座長小泉首相）」（http：／／輌．kantei．go．jp／jp／singi／it2／）が設置され，

「e－Japan重点計画」が策定されました。具体的には，「5年以内（平成17年末まで）に世界最先端のIT国

家になる」という目標を掲げたre－Japan戦略」が決定され，　re－Japan2002プログラム」が策定されました。

この中に，「諸外国の日本に対する理解の促進並びに外国人の日本語学習支援のために，国内外の日

本語学習環境の整備を促進し，日本語の普及や日本文化に関する様々な情報の発信を行うこと」（文化

審議会答申）が盛り込まれました。

　そこで，文化庁は日本語教育支援総合ネットワーク事業を立ち上げ，国立国語研究所は，国際交流

基金日本語国際センター（海外日本語教師支援事業）等との連携のもとに，平成12年度より日本語教育

関係情報や多様な教材用素材を蓄積しデータベース化し，インターネットを通じて流通を図る「日本語教

育ネットワーク」（http：／／www．kokken．go．jp／nihongo）を運用しています。

　また，平成14年度より国立国語研究所は，re－Japan重点政策」の5分野の中の「人材の育成と教育・

学習の振興」において，「ITを活用した日本語学習環境の整備」を実施しています。この事業は，国内外

での日本語学習，海外での日本語・日本文化理解を促進するため，

　（1）「海外のコンピュータの日本語環境整備」

　（2）「ITを活用した日本語学習効果の研究」

　（3）「日本語・日本文化に関するコンテンツの研究開発・提供と流通の場の提供」

　（4）「ITを活用した日本語教育指導能力向上研修」

の四っの柱を立てて進めています。

　今回の研修会「コンピュータと新日本語教育2003」は，上記（4）「ITを活用した日本語教育指導能力

向上研修」の中の基礎研修として，国内外の日本語学習者，並びに日本人・外国人の日本語指導者の

活動を支援する日本語学習支援事業の一つとして実施します。当初，夏季に実施する予定でしたが，諸

般の事情により冬季に実施することになりました。

　この「コンピュータと新日本語教育2003」は，ITを活用した日本語教育の基盤形成を目指して平成

17年度まで継続する予定です。教育（教師・学習者・経営者），研究（研究者），開発（技術開発者）の交流

と相互啓発の場，産学共同プロジェクト推進の場，国内外協力プロジェクトの基盤作りの場になれば幸い

です。

平成15年12月21日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人国立国語研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語教育部門長杉戸清樹
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※ホールD7およびガラス棟5階会議室にて，短期研修「学習をとらえなおす」を開催中



　　　　　　　会期：平成15年12月21日（日）～23日（火・祝）

　　　　　　　　　　10：00～17：00（初日は13：00より，最終日は16：00まで）

　　　　　　　会場：東京国際フォーラムホールB5

主催：独立行政法人国立国語研究所　　　　　　協力：AJALT（社）国際日本語普及協会

後援：文部科学省　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）アドバンスト・メディア

　　　メディア教育開発センター　　　　　　　　　　　株式会社アニモ

　　　CIEC（コンピュータ利用教育協議会）　　　　　　　’株式会社アルカディア

　　　大学日本語教員養成課程研究協議会　　　　　　　株式会社インテグラル

　　　日本教育工学会　　　　　　　　　　　　　　　　　NEC

　　　社）日本語教育学会　　　　　　　　　　　　　　　株式会社エミットジャパン

　　　韓国日本学会　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人海外技術者研修協会AOTS日

　　　韓日日語日文学会　　　　　　　　　　　　　　本語教育センター

　　　ドイツ語圏大学日本語教育研究会　　　　　　　　　株式会社紀伊國屋書店

　　　ヨーロッパ日本語教師会　　　　　　　　　　　　　中国・高等教育出版社

　　　Eジャパン協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流基金

　　　財）コンピュータ教育開発センター　　　　　　　　　コクヨ株式会社

　　　社）日本教育工学振興会（JAPET）　　　　　　　　KOMATSU
　　　日本経済新聞社　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社サウンドシステム

　　　日本語教育新聞社　　　　　　　　　　　　　　　（株）シーティーイー

　　　NNK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓国・（株）時事目本語社

　　　毎日新聞社　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社システムインテグレータ

　　　読売新聞社　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼブラウィング株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）　　　　　　台湾・大新書局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社デジタル・ナレッジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社林事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日立ソフトウェアエンジニアリング株式会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社フォトロン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社富士通ラーニングメディア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国・北京日本学研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部科学省大学共同利用機関メディア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育開発センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社モリサワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊無線株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ユニシア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Consortium　Cyber　Campus

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）



　　　　　　　　　　　　　　　　御来場の皆様に

　「コンピュータと新日本語教育2003」に御来場くださいましてありがとうございます。この催しは，日本語

教育関係者がコンピュータという多機能な道具を前にして，「どのように使うと日本語学習者に有益となる

のか」「日本語教育の質的改善が図れるのか」ということについて，さまざまな道具に触れ，多くの人と話

し合うことで，多角的な視点から考えてみるということを目的としております。この3日間という限られた時

間と空間を有意義に過ごしていただくために，いくっかの留意点を以下に述べます。

（1）展示について

　企業や教育機関などの御協力を得て行われるホールでの展示は，単に教材や先端技術ツールを見

る場とは考えておりません。CD教材，ネットワーク教材を自由に試せる用意をしておりますので，実際に

操作され，開発者などと積極的に意見交換をしてください。先端技術ツールについても，交流のためのス

ペースを用意しておりますので，御自身の立場から開発者に積極的に声を掛けてください。国立国語研

究所スタッフにも気軽に声をお掛けください。

（2）講演

　日本語教育にコンピュータ技術を必ず使わなければいけないと考えているわけではありません。コンピ

ュータはいろいろな機能をもつ道具ですが，それを使うのは教師や学習者です。教師は，その道具を前

にして，「どのように考えていかなければならないか」「どのようなことが求められているのか」ということを基

軸に，日本，韓国，中国の三人の先生にお話をお願いしております。

（3）セミナー

　セミナーは事例報告と演習で構成されます。事例報告は，展示会場のスクリーンで御覧いただけます。

セミナー参加者に対して，できる限り個別対応をしますが，御自身でも他の参加者と積極的に情報交換

をしてください。また，参加者は，展示を閲覧する時間が限られていますので，効率的に3日間をお使い

ください。なお，お持ちのパソコン関係備品は，各自の責任において管理してください。

最後に，今回の御来場で得られた情報や知識や人脈を周囲の多くの方と共有していただくようお願いい

たします。また，この催しは，来年度も実施します。より充実した開催のために，アンケートへの御協力を

はじめ，情報提供や展示希望などを国立国語研究所スタッフまでお知らせください。それでは，有意義

な時間を過ごしましょう。

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　



「コンピュータと新日本語教育2003」

　　　　　　展示会



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注意事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ホール内は飲食禁止です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・指定された場所以外での喫煙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は御遠慮ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　33　　　　　・携帯電話はホール外のロビー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・パネル，机，椅子等は所定の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　　17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所以外には動かさないでく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ホール内えでは必ず名札を着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用してください。

1．株式会社モリサワ　　　　　　　　　　　　　12．株式会社アルカディア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．株式会社デジタル・ナレッジ　　　　　　　　31．日本語読解学習支援システム

2．株式会社フォトロン　　　　　　　　　　　　　13．株式会社富士通ラーニングメディア　　　　　　　　　　　　　　　　22．株式会社システムインテグレータ　　　　　　　　「リーディング・チュウ太」

3．KOMATSU　　　　　　　　　　　　　　　　14．財団法人海外技術者研修協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23．　AJALT（社）国際日本語普及協会　　　　　　　32．書籍展示（凡人社）

　　インテグラル　　　　　　　　　　　　　　　　　AOTS日本語教育センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．自由閲覧コーナー（海外の教育サイト）　　　　33．自由閲覧コーナー（CD－ROM教材）

4．株式会社紀伊國屋書店　　　　　　　　　　　15．国際交流基金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．豊無線株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　CD－ROM教材展示

5．NEC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．株式会社エミツトジャパン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．高等教育出版社　　　　　　　　　　　　　　34．国立国語研究所（1）（2）

6．NEC（体験コーナー）　　　　　　　　　　　　　17．文部科学省大学共同利用機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．国立国語研究所（3）

7．株式会社ユニシア　　　　　　　　　　　　　　　　メディア教育開発センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28．（株）時事日本語社

8．（株）シーティーイー　　　　　　　　　　　　　18．ゼブラウィング株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29．広島大学

9．株式会社林事務所　　　　　　　　　　　　　19．コクヨ株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．大新書局

10．（株）アドバンスト・メディア　　　　　　　　　　　　20．釜山外国語大学日本語教育研究室

11．株式会社アニモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜山日本語教育研究会







　　　　　





　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　













　　　　　

　　　　　









　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　自由閲覧コーナー展示教材一覧

国内教材



22　漢太郎Kantaro　VoL3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字・表記　CD－ROM

23　黒帯FUNDAMENTAL　JAPANESE　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　　CD－ROM

24　写真パネルバンクCD－ROM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　CD－ROM

25　東遊記（デモ版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　　CD－ROM

26　できるよ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　その他　　　CD－ROM

27　日本語実践Practical　Japanese　Vols・1・2and　3　　　　．　　　　　　　　総合　　　　CD－ROM

28　クリックeコミックコボちゃん　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　総合　　　　CD－ROM

29　書いて覚えるハイパー漢字ソフトパワーナゾラー　　　　　　　　　　　　文字・表記　CD－ROM

30　漢字パニックVol．1まほうのうかんむりをさがせ　　　　　　　　　　　　　文字・表記　CD－ROM

31　漢字パニックVoL2ひらがなマンの野望　　　　　　　　　　　　　　　文字・表記　CD－ROM

32　KSP日本語まなびや動詞活用編（英語版）　　　　　　　　　　　　　その他　　　CD－ROM

33　KSP日本語まなびや動詞活用編（韓国語版）　　　　　　　　　　　　その他　　　CD－ROM

34　KSP日本語まなびや動詞活用編（中国語簡体字版）　　　　　　　　　　その他　　　CD－ROM

35　生活シミュレーションわたしのまち　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　CD－ROM

36　日本語の相づち：楽しい会話への鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　CD－ROM

（順不同）



　　　　　　海外教材

　　　　　　　No．　　　　　　　　　　　　タイトル　　　　　　　　　　　　　分類　　　　国　　　　種類

　　　　　　A－01　すごいsugoi！Learn　to　speak　Japanese　　　　　　　　　　会話・聴解　Australia　CD－ROM

　　　　　　A－02　Learn　Japanese　Now！　　　　　　　　’　　　　　　　　　会話・聴解　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－03　Translation　Aide　2．0訳師如来　　　　　　　　　　　　　その他　　　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－04　101LANGUAGES　of　The　World　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－05　2000KanjiKit　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－06　Kana－kun　Learn　the　ABC’s　of　Japanese　　　　　　　　　　文字・表記　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－07　1nstant　lmmersioh　Japanese　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　UK／USA　CD－ROM

　　　　　　A－08　Kanji　Reader　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字・表記　USA　　　FD

　　　　　　A－09　Read＆Write　Japanese！　　　　　　　　　　　　　　　　　文字・表記　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－10　Vocabulary　Builder　Japanese　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　UK　　　CD－ROM

　　　　　　　　　　　BLACK　BELT　Japanese　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　USA

　　　　　　A－11、h。　lang。。g，　lea，ni。g　9、m，！　　　　　　　　文字’表記H。。。ii　CD－R°M

　　　　　　A－12　The　Rosetta　Stone　POWER　PAC　　　　　　　　　　　　　総合　　　　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－13　KANJI　POP（漢字POP）　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－14i：1：｝t鑑ll　Language　Lea「ningSuccessJapanese　　総合　・・A　CD－R・M

　　　　　　A－15　LANGUAGE　ADX7ENTURE　1　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－16　LANGUAGE　ADVENTURE　1／TEACHER　EDITION　　　　　会話・聴解　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－17　TYPE＆LEARN　JAPANESE　　　　　　　　　　　　　　　文字・表記　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－18
　　　　　　　　　　KidSpeak　6－in　l　Language／Japanese　　　　　　　　　　　　会話・聴解　USA　　　CD－ROM

Ok＿＿，AN，，E　　　　総合U、A，D－，。M

　　　　　　A－20　DYNAMIC　JAPANESE　　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　USA　　　CD－ROM

　　　　　　A－21　Destination　Japan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　USA　　　FD

　　　　　　A－22　Kantaro　VoL　1（楽しい漢太郎）　　　　　　　　　　　　　　　文字・表記　USA　　　CD－ROM



A－23　Kana　Learning　Package　　　　　　　　　　　　　　　　　文字・表記　USA　　　FD

A－24　World　Talk　JAPANESE　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　UK　　　CD－ROM

A－25　．Tell　me　More　Japanese（Beginner＆Advanced）　　　　　　　総合　　　　France　　CD－ROM

A－26　Global　Japanese　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　UK　　　CD－ROM

A－27　Talk　Now！learn　Japanese　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　USA　　　CD－ROM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CD－ROM
B－1°°クリック！日本語の中へ（初級力’ら中級まで） 　　，　総合　鞠　テープ
B－101N田ONGOBANK　JAPANESE　CONVERSATION　SELF　BOOK　総合　　　　韓国　　　テープ

　　　　入門1

B－1・2 ：謬G°BANKJAPANESEC°NVERSATI°NSELFB°°K総合　韓国　㌻M

H3 麗當麟；麟㌶㌶SATI°N入門1　総合　韓国　㌻M

H4 麗懸撒麟㌶㌶SATI°N入門2　総合　韓国　㌻M
B－105　THE　BEST　SPOKEN　JAPANESE　THE　DIRECT　METHOD　1　総合　　　　韓国　　　Audio　CD

B－106　THE　BEST　SPOKEN　JAPANESE　THE　DIRECT　METHOD　2　総合　　　　韓国　　　Audio　CD

B－107あなた、本当の日本語を知っている？　　　　　　　　　　その他　　韓国　　　Audio　cD

B－108　NHKすらすら日本語1　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　CD－ROM

B－109NHKすらすら日本語2　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　CD－ROM

B－110NHKすらすら日本語3　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　CD－ROM

B－111NHKすらすら日本語4　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　CD－ROM

B－112　NHKすらすら日本語5　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　CD－ROM

B－113NHKすらすら日本語6　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　CD－ROM

B－114日本語ジャーナルV・L1　　　　　　　総合　韓国　㌻M

l：1；1藁1∴∴＝＿）　　ll　illli；wwe

B－117　日本語天国一面白い日本語の世界（初級編）　　　　　　　　総合　　　　韓国　　　CD－ROM

B－118　マンガで学ぶ日本語　　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　Audio　CD



　　　　B－119　猟奇にほんこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　『韓国　　　CD－ROM

　　　　B－120　日本語能力試験3・4級合格作戦　　　　　　　　　　　　　総合　　　　韓国　　　CD－ROM

　　　　B－121　しっかり日本語一日本語学習の新しい友達　　　　　　　　　総合　　　　韓国　　　CD－ROM

　　　　B－122マンガで学ぶパーフェクト日本語会話（Part　1）　　　　　　　会話・聴解　韓国　　　CD－ROM

　　　　B－123　面白い日本語道しるべ　　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　韓国　　　CD－ROM

　　　　B－124　ぴんとくる日本語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　韓国　　　Audio　CD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CD－ROM
　　　　C－200　台湾を見て学ぶ日本語　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　台湾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Audio　CD

　　　　C－・・1麟呈麟㌶緊禦級1　　　　総合　台湾　・D－・・M

　　　　C－2。2大家的日本語（秘なの昧語）初細　　　　　　総合　　台湾　CD－R。M
　　　　　　　　～第14課から第25課まで～

　　　　C－…巖㌶黙㌶屡語）進階1　　　　総合　台湾　・D－・・M

　　　　，．2。4嫁的日本語（みんなの日本語）進階R　　　　　総合　　台湾　CD－R。M
　　　　　　　　～第39課から第50課まで～

　　　　C．2。，嫁的日本語（みんなの昧語）初級1会話DVD　　会話．聴解台湾　，V，
　　　　　　　　～第1課から第13課まで～

　　　　C－2。6嫁的日本語（みんなの日本語）初細会話DVD　　会話．聴解台湾　DVD
　　　　　　　　～第14課から第25課まで～

　　　　C－・・鴨㌶鷺㌶屡吾）幽1会話DVD　　会舗解台湾　・V・

　　　　C－・・8巖㌶瓢㌶更吾）進階H会話DVD　　会舗解台湾　・V・

　　　　C－209新日本語の基礎1　　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　台湾　　　CD－ROM

　　　　C－210　新日本語の基礎E　　　　’　　　　　　　　　　　　　　総合　　　　台湾　　　CD－ROM

　　　　C．211繹XP2°°3　T・an・W・b・翻訳　　　　　　　その他　台湾　CD．R。M
　　　　　　　　（インターネットほんやく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　CD－ROM
　　　　C－212　随身聴爲50音一週間で上達1　　　　　　　　　　　　文字・表記　台湾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Audio　CD

　　　　C－213　新文化日本語初級1　　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　　台湾　　　CD－ROM

　　　　C－214　観光旅遊日語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　台湾　　　CD－ROM

　　　　C－215　日本語初級総合教程　　　　　　　　　　　　　　　　　総合　　　　中国　　　CD－ROM

　　　　C－216　Japanese　Conversation　1　　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　タイ　　　CD－ROM

　　　　C－217　にほんごかいわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会話・聴解　タイ　　　CD－ROM



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

（注）教材番号のAは欧米圏の教材，Bは韓国の教材，　Cは韓国以外のアジア圏の教材を表して

　　　います。



「コンピュータと新日本語教育2003」

　　　　　基調講演



　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演時間割

日時：12月22日（月）10：00～12：00

会場：ガラス棟5階G510会議室

　　　　　
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



講演1：「コンピュータ利用日本語教育から日本語教師の役割を再考する」

講演内容

　デジタル技術・通信技術の進展によって，文字・画像・音声などすべての情報がデジタル化され，大容

量で質の高い情報をネットワーク上で流通，蓄積することが可能となった。

　しかし，ネットワーク上に流通するこれらの情報め中から，学習者が自分に有意味な知識を得られるよ

うにするには，教師やリソース開発者は，これまでの印刷物にはない新たな工夫が必要である。

また，常に実践的なデータの収集，分析を行い，学習者個々の学習過程と知識の蓄積等の構造を明ら

かにしなければならない。そのためには，教室の中で印刷物・筆記用具によって教育実践が行われてい

た時代とは異なる観点が必要となる。自分一人で実践できない場合，他領域・他分野の人と連携する力

量も求められる。

　では，以前の日本語教師とコンピュータ社会での日本語教師では，求められるもの・役割は異なるの

であろうか。コンピュータという便利な道具を前にして，日本語教師はどのようなことを考え，どのように日

本語教育に関わっていけばいいのだろうか。



講演者紹介

水谷　修（みずたに　おさむ）氏

名古屋外国語大学長

専　　門：日本語教育，国語学

略歴等：国際基督教大学助手，千葉大学講師，スタンフォード大学日本研究センター語学主任，同副

　　　　所長，国立国語研究所日本語教育部日本語教育研究室長，名古屋大学総合言語センター

　　　　教授，国立国語研究所日本語教育センター長，国立国語研究所長，名古屋外国語大学大

　　　　学院国際コミュニケーション研究科長を経て，平成14（2002）年4月から現職。第21期（第2委

　　　　員会主査）及び第22期（第3委員会「国際社会に対応する日本語の在り方」主査）国語審議会

　　　　委員，日本語教育学会長などを歴任。また，平成11（1999）年度文化庁「日本語教員の養成

　　　　　に関する調査研究協力者会議」及び平成12年度（2000）文化庁「日本語教育のための試験

　　　　　の改善に関する調査研究協力者会議」の座長を務めた。現在，NHK放送用語委員会委員，

　　　　　日本学術会議会員，文化審議会の国語分科会委員等。

主な著書：『はなしことばと日本人（日本語の生態）』（創拓社）（”Japanese：The　Spoken　Language　in

　　　　　Japanese　Life”）”Intoroduction　to　Modern　Japanese”　JAPAN　TIMES

　　　　　”Nihongo　Notes”JAPAN　TIMES他



　　　　　講演2：中国の日本語教育・日本語研究におけるコンピュータの利用状況

　　　　　　　　　（中国日活教育、日活研究中汁算机的利用情況）

　　　　講演内容

　　　　一、発展段階を振り返る

　　　　　中国におけるコンピュータ利用の進歩（20世紀80年代一90年代）

　　　　　インターネットの普及、大学ランの構築

　　　　　　1996年、北京日本学研究センター主催の「コンピュータと日本語研究」国際シンポジウム

　　　　　　1997年、山東大学日本学研究センター主催の「情報ネットワーク時代と日本研究」国際シンポジウ

　　　　　　ム

　　　　ニ、研究プロジェクトの開発：

　　　　　　「中日対訳コーパス」（北京日本学研究センター）

　　　　　　「日本語初級総合教程」（湖南大学・高等教育出版社）

　　　　　　「日本語学習総合ネットスタント」（洛陽外国語学院）

　　　　　　「教科書データベース」（北京日本学研究センター）

　　　　一、回願友展防段

　　　　　　中国汁算机利用的友展附段（20世多己80年代一90年代）

　　　　　　英特同的普及、大学校因岡的建没

　　　　　　1996年、北京日本学研究中心主亦《日本浩教育、研究与汁算机》国応学木研吋会

　　　　　　1997年、山末大学日本学研究中心主亦《信息図烙日寸代与日本研究》国隊学木研吋会

　　　　二、研究項目的升友：

　　　　　　《中日対犀i吾料庫》（北京日本学研究中心）

　　　　　　《日浩初級綜合教程》（湖南大学、高等教育出版社）

　　　　　　《日i吾学刀者綜合図靖》（洛PEIタト国渚学院）

　　　　　　《教科IS数据庄》（北京日本学研究中心）



講演者紹介

徐一平（XU，　YI　PING）氏

北京日本学研究中心主任・教授・博士生導師

専　　門：日本語学・中日対照言語学

略歴等：1979年北京外国語大学日語系卒業。

　　　　　1981年北京外国語大学日語系研究生卒業。

　　　　　1985年神戸大学大学院文学研究科卒業・修士号取得。

　　　　　1989年神戸大学大学院文化学研究科卒業・博士号取得。

　　　　　現在，中国日語教学研究会副会長，中華日本学会常務理事，北京市中日関係史学会副会

　　　　　長。

主な著書：『日本語研究』（1994年、人民教育出版社）

　　　　　『副詞』（1997年、外語教学与研究出版社）

　　　　　『中国的日本研究』（1997年、主編、社会科学文献出版社）

　　　　　『利焉童伝』（1999年、翻訳、光明日報出版社）

　　　　　『日本語言』（1999年、高等教育出版社）

　　　　　『中文版日本語文型辞典（中国語翻訳繁体字版・簡体字版）』（2001年、くろしお出版）

　　　　　『中日対訳語料庫的研製与応用研究論文集』（2002年、主編、外語教学与研究出版社）等



　　　講演3：コンピュータによる日本語学習の認知的効果の落とし穴

講演内容

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　



講演者紹介

李徳奉（YI，　DOK　BONG）氏

同徳女子大学外国語学部教授（日本語專攻コース）、明海大学外国語学部日本語学科客員教授

専　　門：応用言語学（日本語教育）

略歴等：筑波大学大学院文芸言語研究科博士課程修了（言語学博士）

　　　　　韓国日本学会14－15代会長を歴任。文教部第5次7次高等學校日本語科学習指導要領

　　　　　改定研究委員、教育部6，7次國定教科書日本語科9科目開発責任委員、韓国学術振興

　　　　　財団語文学小委員会運営委員、教育課程評価院大学修学能力試験第二外国語科諮問委

　　　　　員などを歴任。

主な著書：1998『日本語教育の理論と方法』ソウル；時事日本語社

　　　　　1999『マルチメディア言語教育の理論と実際』（共著）ソウル；博文社

　　　　　2002『総合的日本語教育を求めて』（共編）東京；国書刊行会

主な論文：「日本語科教育課程の変遷課程と構成」，『日本學報』33（韓國日本學會），pp．45－70

　　　　　「学習や主導型外国語教授法理論」，”Foreign　Languages　Education”3－2

　　　　　「マルチメディア言語学習の学習心理」，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”Multimedia－Assisted　Language　Learning”1－1，pp163－176

　　　　　「マルチメィア言語学習の認知構造」，『Foreign　Languages　Education』5－2，　pp　307－324

　　　　　「認知的意味のカテゴリー構造」，『日本學報』44（韓國日本學會）

　　　　　「綜合的日本語学習としてのオープンメソッド」，

　　　　　韓國日本學會と日本の日本語教育学会共同主催日本語教育国際シンポジウムProceedings

　　　　　「拡張的学習理論の認知効果」『日本學報』45（韓國日本學會）

　　　　　「外国語教育のための文化の領域定め」日本学報53（韓国日本学会）外多数



「コンピュータと新日本語教育2003」

　　　　　セミナー



　このセミナーは，「ITを活用した日本語教育指導能力向上研修」の中の特別研修として位置付けられ

ます。ここでは，いわゆるパソコン教室ではなく，コンピュータを教育や学習に導入することについての意

義を考えっっ，日本語教育において先駆的な試みを行う人材の育成を目的とします。

　コンピュータは，電子メール，データベース，検索・抽出など，便利な機能を多々有する道具です。こ

れを教育活動や学習活動に取り入れることは，教師や学習者に，これまでになかった環境を与えてくれ

ます。テレビ会議などは，その顕著な例と言えます。

　コンピュータは，学習観，能力観教師像の再認識を問う道具でもあります。例えば，日本語学習の場

合，限られた学習時間の中で学習者がコンピュータに向かうということは，キーボードでの入力作業によ

る語彙選択能力は必要となりますが，筆記能力ぱ問われません。最近，ワープロを使用する人から筆記

用具を持つと漢字が出てこない，という声が聞かれます。これは，このことを表しています。つまり，日本語

の記述力，人間の記憶力，学習者にとって必要な日本語力，学習者の今後の成長に必要な能力などを

熟考した上で，教育や学習ではコンピュータの利用を考える必要があることを示唆しています。

一方，海外で日本語を学習している人にとって，コンピュータを通して得られるマルチメディアによる日

本・日本語情報は，必要かつ重要なリソース（資源）とも言えます。日本で外国語を学習している人にとっ

ても同様のことが言えます。外国語学習において，コンピュータが提供する環境が，学習意欲の増進に

貢献することも明らかです。

では，どのようにコンピュータを利用するのがよいかについては，今後様々な実践的な調査研究の結果

を踏まえる必要がありますが，そのためには，実践する人材の育成が欠かせません。そこで，このセミナ

ーでは，二つのアプローチから日本語教育におけるコンピュータ利用を考える場を提供します。

　参加される方が日常の中で，「日本語学習支援につながるマルチメディアを活用した教育コンテンツの

作成：マルチメディア教材の作成」「教育改善につながる教育情報の整理・管理・活用：遠隔学習ツール

の活用」ということを考えるために，事例報告と演習の二本の柱を立てました。この3日間，展示閲覧，事

例報告や演習を通じてコンピュータ利用について再考し，日常の実践活動の中で多彩な利用の試みが

行われ，その結果が広く教育現場にフィードバックされることを期待します。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　セミナー時間割

12月21日（日）

12月22日（月）

12月23日（火・祝）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セミナー内容紹介

　　　　セミナー1：「教育情報の蓄積・流通・共有と教育改善」

　　　　12月21日（日）

　　　　テーマ：先行事例からコンピュータ利用とコンテンツを考える

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　12月22日（月）

　　　　テーマ：WebCTを使って，コンテンツ作り，テスト作り，評価等教育情報の取扱いなど，遠隔学習システ

　　　　　　　　ムを実地に体験する。



12月23日（火・祝）

テーマ：遠隔教育用ツール上で動作する電子化コンテンツ（課題，宿題，テスト）の作成とテスト結果分

　　　　析等の評価

　

　

　



　　　　セミナー2：マルチメディア教材作成

　　　　12月21日（日）

　　　　テーマ：関連する知識の用意をする

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　



12月22日（月）

テーマ：マルチメディアによる教材の作成と共有，Webでの発信を実地に体験する。

　

12月23日（火・祝）

テーマ：インターネット上のサーバを通じて教材の発信と共有を行う

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●



「コンピュータと新日本語教育2003」

　e－Japan事業について



　　　　e－Japan事業「ITを活用した日本語学習環境の整備」について

　平成13年1月に設置された「高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT戦略本部，座長小泉首

相）」（http：／／ww．kantei．go．jp／jp／singi／it2／）によりe－　Japan重点計画が設定され，その重点政策5分野

の一つである「人材の育成と教育・学習の振興」において，独立行政法人国立国語研究所は，平成14

年度より「ITを活用した日本語学習環境の整備」を実施しています。この事業は，国内外での日本語学

習，海外での日本・日本文化の理解を促進するため，「海外のコンピュータの日本語環境整備」「ITを活

用した日本語学習効果の研究」「日本語・日本文化に関するコンテンツの研究開発・提供と流通の場の

提供」「ITを活用した日本語指導能力の向上研修」の四本柱で事業を進めております。これを図式化す

ると，以下のようになります。

　　　　　　　コンテンツ　　　　　　　　　　　　　　　　　評価

　　　　日本語・日本文化に関する　　　　　　　ITを活用したH本語学習者の支援と

　　コンテンツの開発，拡充と流通促進　　　　　　　　　　学習効果の研究

研究所単独事業　　　　　　　　　　　　　　　●調査研究協力者会議の設置

　●研究所の研究成果に基づく日本語・日　　　●IT活用実践例収集

　　本文化に関するコンテツの開発・提供　　　　●ITを活用した日本語学習調査

国内外の教育機関や企業との共同事業　　　　　●コンピュータ環境調査

　●教師支援コンテンツの開発・提供　　　　　　●研修参加者のコンピュータ利用度調査

　●教育実践情報の収集・作成支援　　　　　　　●情報発信度調査

　●教育実践コンテツの開発・提供　　　　　　　●情報，コンテンツ作成調査

　●教材作成ツール開発・提供　　　　　　　　●流通コンテツ活用度・改良度調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●学習意欲・学習意識調査

このような柱のもとに，様々なプロジェクト活動を内外の諸機関や企業と実行しています。活動を理解し

ていただくために，以下に，平成14年度の「ITを活用した日本語学習環境の整備」（e－Japan2002プログ

ラム対応事業）の概要を記します。

※詳細は，http：／／www．kokken．go．jp／eJapan／を御覧ください。ツールや資料の入手が可能です。



平成14年度活動概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※例は，平成14・15年度の活動現況を例示。

（1）インターネットにおける日本語環境の整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002（平成14）年度～2004（平成16）年度

　　●　日本語入力関連ソフトの提供

　　　　例：WebIMEの開発，超漢字・南極星・Lindows　CD版等の配布，など。

　　●　フォント・サーバの提供

　　　　例：JiWORDS，　JiBOOKSの運用，など。

　　●　巡回指導

　　　　例：対象国：東アジア，東南アジア，欧州，南米の日本語教育機関。

（2）日本語・日本文化に関するコンテンツの開発・提供の拡充と流通の促進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002（平成14）年度～2005（平成17）年度

○国立国語研究所主体事業

　　●　対照言語の研究成果による言語資料の発信

　　●　比較文化の研究成果による日本人行動様式資料の発信

　　●　外国人日本語学習者の誤用例の発信

　　●　漢字情報・漢字指導情報の発信

　　　　例：日本語コミュニケーションの電子コンテンツの作成，擬態語・擬声語Webサイトの作成，質

　　　　問紙調査ウィザードの作成，世界の学校教科書比較データベースの作成，発声発語訓練シス

　　　　テム提供による日本語音声指導コンテンツの作成，マルチメディア教材作成ツールYANITAの

　　　　開発，Webサイト評価基準資料の作成，日本語学習辞典Webサイトの作成，日本語教材検索

　　　　Webサイトの作成，作文添削ツールの開発，漢字属性情報データベースの作成，など。

○他機関共同事業

　　●　国内外の日本語教育機関と共同での日本語教師支援資料（教材作成用）の発信

　　●　日本語教育実践情報の作成支援，発信

　　●　マルチメディア教材作成ツールの開発・提供

　　　　例：多言語版日本語読解学習支援システム（リーディング・チュウ太）の開発，日本の生活・文

　　　　化情報マルチメディア教材の作成，ドイツ日本語支援教材の作成，コンピュータ利用による日

　　　　本語学習教材・システムの開発・運用，WWWを活用した日本語学習教材の作成，中国年少日

　　　　本語学習者用電子コンテンツの作成，など。

　なお，最終年度までには，コンテンツに関わる情報やWebサイトに掲載されている情報を，日本語以

外の言語（韓国語，中国語，英語，スペイン語，ポルトガル語，インドネシア語，タイ語，ドイツ語，フランス

語等）の母語話者で初級程度の日本語学習者にも情報収集ができるようにします。

（3）ITを活用した日本語学習の支援と学習効果の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002（平成14）年度～2005（平成17）年度

　　●　日本語教育におけるコンピュータ環境事情・コンピュータ利用ニーズ調査

　　　　　例：TV会議での教育交流発声発語訓練システムでの日本語音声指導など。

（4）ITを活用した日本語教育指導能力向上研修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002（平成14）年度～2005（平成17）年度

概要

目的：

　日本語教育の教育目的や教育内容との関わりの深い情報（インフォメーション）を活用するために，コ

　ンピュータ及びインターネット等の技術（テクノロジー）の利用意義を正しく理解し，操作技能や活用方

　法を修得することを目指す。



対象者：

　以下の条件を満たす者を対象として実施する。現在，大学や日本語学校に勤務し，日本語教育に携

　わっている日本語教師。キーボード・マウスの操作及びワープロ等のソフトの基本的な操作ができる日

　本語教師。

研修：

　（ア）普及段階（第4日），（イ）啓発段階（第4日～第3日），（ウ）実践段階（第4日～第6日）で構成され，

　段階（ア）と（イ）を8月に，段階（ウ）を12月に実施する。研修参加者は，自分の能力や必要性に応じて，

　何段階目まで参加するかを選択できる。

会場：

　段階（ア）及び（イ）は東京，大阪，名古屋，仙台，広島，福岡の6会場。段階（ウ）は東京，大阪，名古屋

　の3会場。

定員：

　段階（ア）各会場50名，段階（イ）各会場20名，段階（ウ）各会場20名

内容：

　（ア）普及段階（第1日）：教材開発，教育情報データベース，多言語環境等，コンピュータ及びインター

　ネットを利用することですでに実現されている事例の紹介を中心とした概論。

　（イ）啓発段階（第2日～第3日）：デモセッションまたは分科会形式で実際に教材やデータベース等に触

　れることにより，具体的な利用方法や開発方法について学ぶ。研修受講生の修得目的によって，以下

　の二つのコースに分かれて研修を行う。

　自分で開発はしないが利用方法を学びたい人向けコース

　自分で教材等の開発を行いたい人向けコース

　（ウ）実践段階（第4日～第6日）：教材作成，教案のデータベース化等具体的なタスクを達成する技術の

　修得を目標とした演習。タスクを達成するまでの過程では，単に技術の修得を目指すだけではなく，誰

　のため・何のためにそれらの技術を利用するのか、また，タスクを達成した結果がどのように授業改善

　等に反映できるのか等を十分に意識化を図る。

　その他：

　（ア）第2段階終了から第3段階開始までの約4か月は，第3段階でのタスク達成型研修のためのタスク

　設定及び素材収集の準備期間とする。

　（イ）準備期間中は、メーリングリストや日本語教育支援総合ネットワーク上の掲示板等を活用して，研

　修スタッフが進捗状況の確認をするとともに，必要な支援を行う（遠隔研修でサポート）。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに

　コンピュータは，マルチメディアによる情報を提供してくれます。インターネットを利用して，電子メール

交流，ホームページの協働作成プロジェクト活動，テレビ会議によるコミュニケーション，音声認識による

日本語音声指導，自分のペースでの自己学習，地理的や時間的な拘束を受けない遠隔学習やオンデ

マンド学習やテスト受験など，これまでになかった環境を与えてくれます。その一方で，インターネットで

の多言語の同時表示の難しさ，電子メールがもたらす言語表現や文化規範意識の変容の問題，筆記力

の育成と必要性の問題，コンピュータ・リテラシーが不足している人への対応の問題，コンピュータ利用

教育に対するレディネスの多様性の問題など，課題は多くあります。また，コンピュータという道具を利用

するために必要な教育コンテンツなどのリソース（資源）の蓄積は，大きな課題です。

　コンピュータにっいては，その利用の是非よりも，利用する側である教師と学習者が，どのような理念

や目標を持ち，必要性に対してどのような認識と姿勢のもとに，コンテンツの作成をはじめ，学習活動の

設計をするかということが肝心です。つまり，コンピュータは，様々な環境と課題を与えてくれる道具であり，

それを有効活用できるかどうかは，当事者である教師や学習者，教育経営者や行政担当者それぞれが

担っていると言えます。

　コンピュータは，様々な教育情報や学習活動情報を集積する機能を持っていますが，これを次の教育

改善や授業改善や教材改良などにどのように活用するかは，教師組織の考え方に拠ります。これまで限

られた範囲で蓄積されていた情報を，コンピュータやインターネットにより，広く共有できるようになりました。

しかし，共有するためには，情報の発信，活用，更新が必要です。

　今回の研修会「コンピュータと新日本語教育2003」は，コンピュータというキーワードのもとに，今後の

日本語教育のあり方について，広く多くの人が侃々誇々する場，教育改善のために積極的に動くための

土台作りの場になることを目指しています。このほか，平成16年度（社）日本語教育学会春季大会や8月

の日本，中国，韓国共催の日本語教育国際大会でも，電子化教材などをキーワードに日本語教育を考

える機会が用意されています。

　コンピュータをキーワードにした「コンピュータと新日本語教育2003」を，日本語教育や日本語教師教

育の進展につながる人的ネットワーク形成の場として御理解いただき，多くの方々が様々な意見や知識

を交換し，相互に刺激し合う有意義な時間になることを願っています。



参考Webサイトのアドレス

〔サイト・ツール情報・海外日本語教育関連サイト〕

国立国語研究所日本語教育部門「日本語教育の世界J－Web」

　　　http：／／www．kokken．go．jp／jsl／

〔素材〕

国立国語研究所日本語教育部門「日本語教育ネットワーク」

　　　http：／／www．kokken．gojp／nihongo

国際交流基金日本語国際センター「みんなの教材サイト」

　　　http：／／www．jpf．go　jp／kyozai／

ナショナル教育情報センター（NICER）

　　　http：／／www．nicer．go．jp／

ジャストシステム「先生のための情報教育サイト」

　　　http：／／www．justsystem．co」p／school／index．html

マイクロソフト「教職員向け文例集」

　　　http：／／www．microsoft．com／japan／education／ssp／download／all．asp

〔教育実践〕

（財）コンピュータ教育開発センター（CEC）「Eスクエア・アドバンス：校務文書テンプレート」

　　　http：／／web2．cec．orjp／jissenjirei／

「Fumi’sJFL　Network」

　　　http：／／www．kfcs2000．com／f／jfl－act／index．html

「教案の広場」

　　　http：／／www2．odn．ne」p／kyouannohiroba1／menu．htm

ナショナル教育情報センター「指導計画・授業実践」

　　　http：／／www．nicer．go．jp／teachers／sidou．html

東京工業大学赤堀侃司研究室「大学授業改善事例データベース」

　　　http：／／www．educational－technology．org／

（注記）国内外には多くの日本語教育関連サイトがありますが，Webサイトのアドレスは変更されること

が多く，紙面上での情報が時として役に立たない場合があります。そこで，上記以外のものは，「日本語

教育の世界J－Web」（http：／／www．kokken．go　jp／jsl／）に掲載してありますので，御覧ください。
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